
 

上
昇
を
抑
え
る
の
で
す
が
、
ア
ン
ジ

オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
の
受
容
体
に
は
サ
ブ

タ
イ
プ
と
し
て
「A

T1

受
容
体

angiotensin type1 (A
T
1) receptor

」 

と

「A
T2

受
容
体 

angiotensin 
type 

2  

A
T
2) receptor

」が
あ
り
、「A

C
E

阻
害

薬
」は
そ
の
両
方
を
阻
害
す
る
こ
と
で

血
圧
を
下
げ
ま
す
。「A

R
B

」は
左
下
図

に
示
す
通
り
、「A

T1

受
容
体
」を
選
択

的
に
阻
害
す
る
こ
と
で
、
末
梢
血
管
の

収
縮
を
抑
制
し
て
血
圧
上
昇
を
抑
え

ま
す
。 

   

◇
高
血
圧
の
治
療 

 

２
．
薬
物
療
法 

(5) 
A

R
B

 
 

 

an
gio

ten
sin

-
 recep

to
r-b

lo
cker 

 

左
中
図
に
示
す
通
り
、「A

R
B

」
は
本

シ
リ
ー
ズ
⑭
で
お
話
し
し
た「
ア
ン
ジ
オ

テ

ン
シ
ン
阻

害

薬

A
n
gio

ten
sin

-

C
o
n
vertin

g-
E
n
zym

e in
h
ib

ito
r

（
以
下

A
C

E

阻
害
薬
）」と
同
じ
く
、
人
体
に
お

い
て
強
力
に
血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
経

路
）
あ
る「
レ
ニ
ン-

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン-

ア

ル

ド

ス

テ

ロ

ン

系

：ren
in-

 an
gio

ten
sin

-
ald

o
stero

n
e 

system

（ R
A

A

系
）
」
に
働
き
か
け
る
薬
剤
で

「R
A

A

抑
制
薬
」
に
含
ま
れ
、
末
梢
血
管

の
抵
抗
を
下
げ
る
こ
と
で
血
圧
の
上
昇

抑
制
を
し
ま
す
。「A

C
E

阻
害
薬
」
が

「
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅰ
」
を「
ア
ン
ジ
オ

テ
ン
シ
ン
Ⅱ
」
に
変
換
を
す
る
酵
素
で
あ

る
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
（AC

E

）

を
阻
害
し
て
血
圧
の 
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歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
 と

歯
科
治
療
⑱ 

●A
R
B

の
作
用
点 

 
A

R
B

は
、
前
述
の
と
お
り
末
梢
血
管
の

収
縮
に
よ
る
「
末
梢
血
管
抵
抗
」
を
抑

え
、
循
環
血
液
量
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と

で
血
圧
上
昇
を
抑
え
ま
す
。 

 

●A
R
B

の
副
作
用 

 

次
頁
上
図
に
示
す
通
りA

C
E

阻
害
薬

は
、
血
管
透
過
性
の
亢
進
や
血
管
平
滑

筋
の
収
縮
作
用
な
ど
を
有
す
る「
ブ
ラ
ジ

キ
ニ
ン 

（bradykinin, 
B

K

）
」を
生
成
す

る
系
で
あ
る「
カ
リ
ク
レ
イ
ン-

キ
ニ
ン
系

（kallikrein- kinin  
system

）」の
代
謝 

以
前
の
通
信
で
記
載
し
た
通
り
、201

9

年
に2

01
9

年
に
行
わ
れ
た
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
変
更
に
伴
っ
て
、「
早
期
か
ら
の
生
活
習
慣
改
善
を
重
視
し1

3
0/8

0
m

m
H

g

未
満
へ
の
積

極
的
な
降
圧
を
目
指
す
」
と
し
た
欧
米
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

高
血
圧
症
の
薬
剤
治
療
に
用
い
ら
れ
る
薬
は
現
在
も
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
現

在
用
い
ら
れ
て
い
る
薬
剤
の
最
後
と
な
り
ま
す
「A

R
B

」
に
つ
い
て,

概
要
と
、
歯
科
と
の
関
連
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献（1）より引用改編 

 



 

中通歯科通信 NEO 

 

産

物

で

あ

る
「

ブ

ラ

ジ

キ

ニ
ン

（ B
rad

ykin
in

）
」
を
分
解
す
る
酵
素
で
あ
る

「
キ
ニ
ナ
ー
ゼ
（kin

in
ase

）
」
を
阻
害
す
る
こ

と
で
、「
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
」
が
蓄
積
し
ま
す
。

「
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
」
に
は
、
血
管
拡
張
に
よ
る

血
圧
低
下
、
内
臓
平
滑
筋
の
収
縮
、
小
腸

上
皮
細
胞
か
ら
の
塩
化
物
イ
オ
ン
の
分
泌
の

ほ
か
に
、
障
害
を
受
け
た
り
炎
症
を
生
じ
て

い
る
組
織
で
は
皮
下
の
浮
腫
、
知
覚
神
経
終

末
へ
の
痛
み
刺
激
を
起
こ
す
な
ど
の
作
用
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
管
支
受
容
体
を
刺 

 

激
す
る
作
用
と
、
咳
反
射
と
嚥
下
反
射
に

関
わ
る「
神
経
ペ
プ
チ
ド
」
で
あ
る「
サ
ブ
ス

タ
ン
ス

P
 
(su

b
stance 

P
)

」
を
放
出
さ
せ

る
の
で
、
“
乾
い
た
痰
を
伴
わ
な
い
咳
”
で
あ

る「
空
咳
」
が
出
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

皮
下
の
浮
腫
で
あ
る「
血
管
神
経
性
浮
腫
：

an
gio

n
eu

ro
tic 

edem
a

」
も
起
こ
り
ま
す
。

「
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
」
に
は
、
循
環
器
系
に
対

す
る
作
用
と
し
て
血
管
拡
張
に
よ
る
降
圧

作
用
の
ほ
か
に
、「
抗
血
小
板
作
用
」
、「
血

管
内
皮
の
保
護
作
用
」
、
そ
の
他
「
冠
動
脈

の
側
副
血
行
路
の
維
持
や
確
立
」
な
ど
の

作
用
を
有
す
る
こ
と
か
ら
「
腎
臓
の
保
護

作
用
」
や
「
心
不
全
に
関
す
る
有
効
性
」
が

あ
り
血
圧
を
下
げ
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る

心
臓
の「
冠
動
脈
イ
ベ
ン
ト
」
に
対
す
る
抑

制
効
果
が
あ
る
こ
と
が
利
点
で
あ
る
こ
と

か
ら「
Ｒ
Ａ
Ｓ
系
」の
薬
剤
で
は「A

C
E

阻
害

薬
」
が
第
一
選
択
薬
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

「A
R

B

」
は
、「
空
咳
」
な
ど
の
副
作
用
が

あ
る
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。 ●

歯
科
と
の
関
連
に
つ
い
て 

「A
C

E

阻
害
薬
」
服
用
者
で
よ
く
見

ら
れ
る
口
腔
内
の
変
化
と
し
て「
血
管

神
経
性
浮
腫
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
本
シ
リ
ー
ズ
⑭
で
お
話
し
た
通
り
で

す
。
こ
れ
ま
で
お
話
し
て
き
た
通
り
、

「A
R
B

」は
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体
の
サ
ブ

タ
イ
プ
で
あ
る「A

T
1

受
容
体
」を
選
択
的

に
阻
害
す
る
こ
と
で
血
圧
を
下
げ
る
の
で
、

「
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
」の
代
謝
を
抑
制
し
な
い
こ

と
か
ら
、「
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
」の
蓄
積
に
伴
う

「
空
咳
」が
起
こ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
血
管 

 

《
引
用
文
献
》 

（1） 

㈱ 

バ
イ
エ
ル
薬
品
株
式
会
社 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
歯

科
医
師
国
家
試
験 

口
腔
内
科
学 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（2） 

歯
科
医
師
国
家
試
験 

口
腔
内
科
学 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジN
ote

 

高
血
圧
治
療 

β

遮
断
薬 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（3） 

仲 

健
彦 

新
規
高
血
圧
治
療
薬
ア
ン
ジ
ヲ
テ
ン
シ

ン
Ⅱ
受
容
体
拮
抗
薬
感
出
る
サ
ル
タ
ン
シ
レ
キ
セ
チ
ル
の
創

製 
N

ippo
n
 
N

o
ge

ikagaku
 
K
aish

i 
V

ol.74
. 

N
o
.7

. 
787

-

7
90
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000

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（4） 

松
原
弘
明 

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
２
型
受
容
体
シ
グ

ナ
ル
に
よ
る
循
環
調
節
作
用―

遺
伝
子
工
学
に
よ
る
機
能

解
析―

 

日
薬
理
誌 

V
o
.1

19. 95
-10

2. 2
002 

（5） 

看
護
職
の
た
め
の
生
理
学 

A
C

E

阻
害
薬
が
ど
の

よ
う
に
嚥
下
反
射
・
咳
反
射
に
さ
よ
う
す
る
の
か
？ 

 

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 

（6） 
 

日
々
の
知
識
の
ま
と
め
を
淡
々
と
綴
り
ま
す 

循

環
器
Ｄ
ｒ
ぷ
ー
の
コ
ソ
勉
る
～
む 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（7） 

ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体
拮
抗
薬
が
誘
因
と
推

察
さ
れ
た
頬
部
、
下
唇
に
発
生
し
た
血
管
性
浮
腫
の
１
例 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（8） 

日
本
心
臓
財
団 

循
環
器
最
新
情
報 

循
環
器
病

の
地
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
エ
ッ
セ
ン
ス 

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ 

 

神
経
性
浮
腫
」は
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
重
篤
な
発
症
例
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「A

T1

受
容
体
」の
阻
害
の
結

果
、
増
加
し
た
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
が「A

T2

受
容

体
」を
刺
激
す
る
こ
と
で
組
織
内
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
を

産
生
し
た
結
果「
血
管
神
経
性
浮
腫
」
が
発
生

す
る
と
推
察
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
血

管
神
経
性
浮
腫
」発
生
ま
で
の
期
間
は
、
内
服

開
始
５
日
以
内
の
発
生
が
最
多
で
、
そ
の
後

徐
々
に
低
下
し
て1000

日
以
降
で
再
度
発

生
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。1000

日
以

降
の
発
生
例
で
発
生
頻
度
が
増
加
す
る
と
と

も
に
症
状
の
重
篤
化
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
左
中
表
に
示
す
通
り
、
発
症
例
で
は

投
薬
内
容
の
変
更
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

    

 
引用文献（６）他より引用改変 

 

 

 

 

 

引用文献（７）より引用改編 

引用文献（８）より引用改編 
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